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新
聞
記
事
の
複
製
許
諾
は

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
へ
ご
相
談
を

　

新
聞
記
事
は
著
作
権
法
で

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。著
作

権
者
の
許
諾
を
得
て
い
な
い

コ
ピ
ー
、パ
ソ
コ
ン
へ
の

デ
ー
タ
取
り
込
み
な
ど
は
違

法
と
な
り
ま
す
。業
務
上
、コ

ピ
ー
や
記
事
の
ク
リ
ッ
ピ
ン

グ
が
必
要
な
場
合
は
、大
阪

本
社
Ｉ
Ｔ
事
業
局
☎
０
６

（
７
７
３
３
）７
０
５
０
に
ご

相
談
下
さ
い
。　
　
　
　
　

高砂金属工業

泉
北
工
場
を
大
型
整
備

フ
ァ
イ
バ
ー
機

今
月
末
導
入

夏
に
シ
ョッ
ト
設
備
も

19年出荷748万㌧に減
国内向け鉄筋用小棒

普
電
工

東鉄連

厚
板
販
売
量
0.9
％
増

12
月
、2
カ
月
ぶ
り
伸
長

敬業集団

Ｂ
Ｓ
の
買
収
が
完
了

5
年
以
内
に
体
質
改
善
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高
砂
金
属
工
業
（
本
社
＝
大
阪
府
高
石
市
、
宮
﨑
吉
二
社
長
）
は
今
月
末
に
、
泉
北
工
場
（
大
阪
府
高
石

市
）
に
出
力
12
㌔
㍗
の
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
1
基
（
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
製
の
「
Ｔ
Ｆ
1
2
0
0

0
」）を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
付
帯
設
備
と
し
て
専
用
の
定
盤
を
設
置
す
る
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に

は
本
社
工
場
か
ら
鋼
板
用
開
先
機
2
基
、
鋼
板
用
穴
開
け
機
1
基
を
移
設
す
る
と
と
も
に
、
今
年
夏
を
め
ど

に
、
鋼
板
用
シ
ョ
ッ
ト
設
備
も
初
導
入
す
る
。
今
回
の
設
備
投
資
は
建
築
部
材
向
け
加
工
の
小
口
・
即
納
の

機
能
強
化
を
図
る
の
が
目
的
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
泉
北
工
場
全
体
の
生
産
・
加
工
体
制
の
大
型
整
備
が
完
了

す
る
。

同
社
は
オ
ー
ナ
ー
系
の

大
手
鋼
板
加
工
業
者
で
、

建
築
向
け
を
主
力
に
切
板

な
ど
の
鋼
板
加
工
を
行
う

と
と
も
に
、
Ｂ
Ｈ
（
ビ
ル

ト
Ｈ
形
鋼
）、橋
梁
を
製
作

し
て
い
る
。
自
社
の
加
工

拠
点
は
本
社
工
場
、
泉
北

工
場
、
大
阪
工
場
、
岐
阜

工
場
の
4
カ
所
。

こ
の
う
ち
、
泉
北
工
場

は
Ａ
棟
、Ｂ
棟
か
ら
成
り
、

建
屋
面
積
は
全
体
で
約
9

0
0
0
平
方
㍍
。
Ｂ
棟
は

Ｂ
Ｈ
製
作
用
の
Ｎ
Ｃ
溶
断

機
1
機
と
鋼
板
用
開
先
機

1
基
、
さ
ら
に
Ｂ
Ｈ
生
産

主
要
設
備
、
Ｂ
Ｈ
の
2
次

加
工
用
の
切
断
機
1
基
、

穴
開
け
機
1
基
、
開
先
機

1
基
を
持
ち
、
Ｂ
Ｈ
生
産

と
そ
の
二
次
加
工
を
手
掛

け
て
い
る
。
一
方
、
Ａ
棟

は
プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
1

基
、
Ｎ
Ｃ
溶
断
機
1
基
を

持
ち
、
切
板
を
行
う
と
と

も
に
、
こ
の
2
月
下
旬
ま

で
建
屋
の
一
部
を
鋼
材
流

通
業
者
に
在
庫
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
賃
貸
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
賃
貸
し
て

い
た
業
者
が
別
の
場
所
で

在
庫
す
る
こ
と
に
伴
い
移

っ
た
こ
と
で
整
備
を
行

う
。計

画
で
は
3
月
末
に
最

新
鋭
の
出
力
12
㌔
㍗
の
フ

ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
1
基

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

幅
6
5
0
0
㍉
×
長
さ
32

㍍
の
定
盤
（
有
効
切
断
寸

法
＝
幅
5
1
0
0
㍉
、
長

さ
29
・
4
㍍
）
を
設
置
す

る
。
導
入
予
定
の
設
備
は

板
厚
が
Ｓ
Ｓ
4
0
0
で
最

大
36
㍉
、
ス
テ
ン
レ
ス
で

2
―
30
㍉
の
加
工
が
可

能
。
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ

ー
発
振
器
は
新
型
モ
ジ
ュ

ー
ル
採
用
に
よ
り
、
高
い

発
振
効
率
を
実
現
、
よ
り

低
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で

の
加
工
が
で
き
る
。
加
工

速
度
も
速
く
、
プ
ラ
ズ
マ

切
断
機
と
の
速
度
差
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
プ
ラ
ズ
マ

切
断
機
の
代
替
え
が
で

き
、
こ
れ
ま
で
は
レ
ー
ザ

ー
切
断
機
で
は
難
し
か
っ

た
ル
ー
プ
切
断
も
で
き

る
。
Ｃ
Ｏ
2
レ
ー
ザ
ー
設

備
で
は
問
題
が
あ
っ
た
切

断
順
序
の
制
約
も
緩
和
で

き
、
プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
で

は
ほ
ぼ
で
き
な
か
っ
た
裏

開
先
40
度
の
加
工
が
で
き

る
。同

社
で
は
最
新
鋭
設
備

を
活
用
し
、
定
盤
に
2
5

0
0
㍉
幅
の
長
さ
13
㍍
の

母
材
を
4
枚
載
せ
、
昼
夜

稼
働
を
行
う
こ
と
で
、
よ

り
高
効
率
な
加
工
を
目
指

す
。
ま
た
、
フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
ー
で
は
厚
み
36
㍉

ま
で
の
母
材
の
切
断
・
穴

開
け
・
開
先
を
行
い
、
厚

み
で
50
㍉
ま
で
の
母
材
の

切
板
に
つ
い
て
は
既
存
の

プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
、
50
㍉

強
の
厚
み
は
既
存
の
Ｎ
Ｃ

溶
断
機
で
対
応
し
、
厚
み

ご
と
に
迅
速
に
高
品
質
な

建
築
部
材
が
で
き
る
体
制

と
す
る
。

こ
れ
以
外
に
、
鋼
板
の

二
次
加
工
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
4
月
中
に
も
本

社
工
場
か
ら
鋼
板
用
開
先

機
2
基
、
鋼
板
用
穴
開
け

機
1
基
を
移
設
。
夏
場
を

め
ど
に
、
全
社
で
も
初
と

な
る
シ
ョ
ッ
ト
設
備
を
導

入
す
る
。
ガ
セ
ッ
ト
プ
レ

ー
ト
な
ど
建
築
部
材
で
シ

ョ
ッ
ト
加
工
の
要
望
が
高

ま
っ
て
お
り
、
導
入
後
は

自
社
で
対
応
す
る
。

普
通
鋼
電
炉
工
業
会
に

よ
る
と
、
2
0
1
9
暦
年

（
19
年
1
―
12
月
）
に
お

け
る
鉄
筋
用
小
形
棒
鋼
の

国
内
向
け
出
荷
数
量
は
、

前
年
比
3
・
9
％
減
の
7

4
8
万
4
5
4
6
㌧
と
な

っ
た
。
3
年
ぶ
り
の
マ
イ

ナ
ス
。
19
年
12
月
単
月
で

は
前
年
同
月
比
9
・
9
％

減
、
前
月
比
9
・
6
％
減

の
55
万
5
5
4
2
㌧
と
な

っ
た
。

19
年
は
大
規
模
、
中
・

小
規
模
の
建
築
案
件
で
端

境
期
に
入
り
、
鉄
筋
棒
鋼

の
出
荷
は
1
年
を
通
し
て

低
迷
。
こ
の
ほ
か
、
台
風

を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災

害
で
建
設
現
場
が
停
滞
し

た
ほ
か
、
近
年
で
漸
増
し

て
い
た
鉄
骨
造
基
礎
向
け

で
一
服
感
が
見
ら
れ
、
人

手
不
足
な
ど
も
需
要
に
影

響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

20
年
は
首
都
圏
で
大
型

再
開
発
案
件
が
動
き
出
し

て
お
り
、
鉄
筋
棒
鋼
の
潜

在
需
要
は
あ
る
も
の
の
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
建

設
工
事
、
物
流
が
滞
る
可

能
性
が
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

伴
う
経
済
活
動
停
滞
を
含

め
て
、
鉄
筋
棒
鋼
の
本
格

的
な
需
要
回
復
は
秋
以
降

に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

「
鉄
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

特
性
、
そ
の
重
要
性
を
訴

え
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
の
か
な
」
と
笑
み
を

見
せ
る
の
は
今
年
度
の
Ｌ

Ｃ
Ａ
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
表

彰
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
日
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
主
催
、
経
済
産
業
省

な
ど
が
後
援
）
で
功
労
賞

に
輝
い
た
川
合
良
彦
・
日

鉄
総
研
取
締
役
相
談
役
。

Ｌ
Ｃ
Ａ
（
ラ
イ
フ
・
サ

イ
ク
ル
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

は
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
環
境
負
荷
を
評

価
す
る
方
法
。
1
9
9
2

年
の
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト
で

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
世
界
各
地
で
環
境

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

鉄
鋼
業
界
は
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

（
国
際
鉄
鋼
協
会
、
現
Ｗ

Ｓ
Ａ
・
世
界
鉄
鋼
協
会
）

が
1
9
9
5
年
に
Ｌ
Ｃ
Ａ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
、
日
本
鉄

鋼
連
盟
で
も
同
じ
年
に
Ｌ

Ｃ
Ａ
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
発
足
し
、
取
り

組
み
が
始
ま
っ
た
。

川
合
氏
が
Ｌ
Ｃ
Ａ
と
関

わ
っ
た
の
は
2
0
0
0
年

に
新
日
本
製
鉄
（
現
日
本

製
鉄
）
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
・

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
国
際
鉄

鋼
協
会
の
技
術
・
環
境
部

長
に
出
向
し
た
時
か
ら
。

世
界
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の

Ｌ
Ｃ
Ａ
担
当
者
が
集
ま
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
・
運

営
を
行
い
、
鉄
の
リ
サ
イ

ク
リ
ン
グ
性
を
反
映
し
た

Ｌ
Ｃ
Ｉ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
・
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
）

の
算
定
方
法
を
粘
り
強
く

ま
と
め
た
。
11
年
に
は
公

表
さ
れ
、
世
界
の
鉄
鋼
メ

ー
カ
ー
は
こ
の
方
法
を
ベ

ー
ス
に
算
定
す
る
と
い
う

画
期
的
な
成
果
に
つ
な
が

っ
た
。

08
年
に
新
日
鉄
に
戻
る

が
、
09
年
か
ら
同
社
で
Ｌ

Ｃ
Ａ
を
担
当
す
る
と
と
も

に
、
鉄
連
の
Ｌ
Ｃ
Ａ
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

も
主
査
と
し
て
活
動
を
主

導
。
こ
の
間
は
経
済
産
業

省
や
環
境
省
が
進
め
る
カ

ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
ガ
ス
・
温
室
効
果

ガ
ス
）
な
ど
の
調
査
・
研

究
チ
ー
ム
に
も
鉄
連
代
表

と
し
て
参
加
す
る
ほ
か
、

Ｌ
Ｃ
Ｉ
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
計
算
事
務
者
の
育
成

な
ど
も
支
援
し
た
。
こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
性
ま
で
網
羅

し
た
計
算
手
法
は
、
18
年

に
日
本
発
案
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

（
国
際
標
準
化
機
構
）
で

規
格
化
も
さ
れ
た
。

13
年
に
日
鉄
住
金
総
研

（
現
日
鉄
総
研
）
の
社
長

に
転
じ
る
が
、
日
鉄
総
研

で
も
Ｌ
Ｃ
Ａ
事
業
を
立
ち

上
げ
、
鉄
連
や
日
鉄
を
支

援
す
る
体
制
を
作
り
上
げ

た
。国

連
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

や
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
な
ど

環
境
に
対
す
る
社
会
的
な

意
識
は
高
ま
る
ば
か
り
。

そ
れ
だ
け
に
前
提
を
は
っ

き
り
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
性

を
示
す
こ
と
で
、
鉄
鋼
製

品
が
正
し
く
評
価
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
厚
板
部
会
が
ま
と
め
た

2
0
1
9
年
12
月
分
の
在

庫
販
売
量
調
査
に
よ
る

と
、
会
員
12
社
の
販
売
量

は
前
月
比
2
4
0
㌧
、
0

・
9
％
増
の
2
万
6
6
2

5
㌧
の
微
増
と
な
り
、
2

カ
月
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と
な

っ
た
。
在
庫
量
は
同
4
7

5
0
㌧
、
8
・
3
％
減
の

5
万
2
6
8
0
㌧
と
下

げ
、
2
カ
月
ぶ
り
に
前
月

実
績
を
下
回
っ
た
。
1
社

平
均
の
販
売
量
と
在
庫
量

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
22
㌧
、

1
％
増
の
2
2
2
1
㌧
、

同
3
9
6
㌧
、
8
・
3
％

減
の
4
3
9
0
㌧
だ
っ

た
。
厚
板
需
要
が
減
退
す

る
中
、
当
月
は
販
売
微
増

に
対
し
て
、
在
庫
量
は
減

少
し
た
。
一
進
一
退
を
繰

り
返
し
、
当
月
は
在
庫
量

の
圧
縮
が
若
干
な
が
ら
進

ん
だ
。

厚
板
需
要
は
建
設
業
向

け
が
端
境
期
に
あ
り
、
当

月
の
販
売
量
は
微
増
に
と

ど
ま
っ
た
。
製
造
向
け
も

台
風
の
影
響
で
建
機
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
支
障

が
出
て
、
需
要
基
調
を
強

め
ら
れ
な
い
。
店
売
り
の

荷
動
き
は
依
然
と
し
て
盛

り
上
が
り
を
欠
い
た
ま
ま

だ
。
当
月
は
定
尺
、
耳
付
、

コ
イ
ル
が
増
加
し
、
販
売

量
全
体
を
押
し
上
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
在
庫
は
定

尺
、
不
定
尺
、
切
板
な
ど

が
積
み
上
が
っ
た
も
の

の
、
耳
付
の
減
が
在
庫
量

全
体
を
圧
縮
し
た
。

販
売
量
の
内
訳
は
、
定

尺
（
縞
板
定
尺
含
む
）
が

9
3
2
6
㌧
で
同
66
㌧
、

0
・
7
％
増
と
増
加
。
不

定
尺
は
2
1
5
8
㌧
で
同

3
9
5
㌧
、
15
・
5
％

減
、
耳
付
が
2
5
3
8
㌧

で
同
1
6
9
㌧
、
7
・
1

％
増
、
切
板
が
9
8
1
0

㌧
で
同
1
7
4
㌧
、
1
・

8
％
減
と
下
げ
た
。
コ
イ

ル
が
1
8
9
㌧
で
同
1
2

8
㌧
、
同
2
・
1
倍
増
と

大
き
く
伸
び
た
。
そ
の
他

発
生
品
は
2
6
0
4
㌧
で

同
4
4
6
㌧
、
20
・
7
％

増
だ
っ
た
。

在
庫
は
、
定
尺
（
同
）

が
1
万
4
9
5
0
㌧
で
同

8
8
3
㌧
、
6
・
3
％

増
、
不
定
尺
が
3
3
7
3

㌧
で
同
2
7
3
㌧
、
8
・

8
％
増
、
耳
付
が
2
万
6

3
3
㌧
で
同
6
3
4
7

㌧
、
23
・
6
％
減
、
切
板

が
4
1
2
6
㌧
で
同
4
0

4
㌧
、
10
・
9
％
増
、
コ

イ
ル
が
9
5
5
8
㌧
で
同

79
㌧
、
0
・
8
％
増
、
そ

の
他
発
生
品
が
40
㌧
で
同

42
㌧
、
51
・
3
％
減
と
な

っ
た
。

【
上
海
支
局
】
中
国
民

営
鉄
鋼
大
手
の
河
北
敬
業

集
団
に
よ
る
英
国
同
業
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ス
チ
ー

ル
（
Ｂ
Ｓ
）
の
買
収
が
9

日
に
完
了
し
た
。
Ｂ
Ｓ
社

が
同
日
に
発
表
し
た
。
敬

業
集
団
は
12
億
㍀
（
約
1

6
0
0
億
円
）
を
投
じ
て

Ｂ
Ｓ
の
欧
州
事
業
拠
点
を

改
革
し
、
5
年
以
内
に
収

益
を
確
保
す
る
事
業
体
質

に
改
善
す
る
。
中
国
鉄
鋼

企
業
の
欧
州
進
出
は
河
鋼

集
団
に
よ
る
東
欧
セ
ル
ビ

ア
の
製
鉄
所
買
収
に
次
ぐ

2
例
目
。
宝
武
鋼
鉄
集
団

が
欧
米
で
企
業
買
収
を
検

討
す
る
な
ど
中
国
企
業
が

海
外
投
資
を
積
極
化
さ
せ

て
い
る
。

Ｂ
Ｓ
社
の
英
テ
ィ
ー
ズ

サ
イ
ド
製
鉄
の
電
炉
改
造

と
英
ス
カ
ン
ソ
ー
プ
製
鉄

所
で
の
発
電
所
建
設
を
計

画
。
高
品
質
鋼
材
を
製
造

す
る
圧
延
設
備
の
導
入
、

異
形
棒
鋼
の
新
設
導
入
、

既
存
の
レ
ー
ル
製
造
設
備

の
強
化
な
ど
を
行
い
、
生

産
量
の
拡
大
と
コ
ス
ト
削

減
に
よ
っ
て
欧
州
市
場
を

開
拓
す
る
競
争
力
を
身
に

つ
け
る
。
製
鉄
所
の
従
業

員
約
3
2
0
0
人
の
雇
用

は
維
持
す
る
。

敬
業
集
団
は
Ｂ
Ｓ
社
の

ス
カ
ン
ス
ロ
ー
プ
と
Ｕ
Ｋ

ミ
ル
ズ
の
製
鉄
所
、
テ
ィ

ー
ス
サ
イ
ド
ビ
ー
ム
ミ
ル

と
ス
キ
ン
ニ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
製
鉄
所
、
Ｂ
Ｓ
子
会
社

の
Ｆ
Ｎ
ス
チ
ー
ル
と
Ｔ
Ｓ

Ｐ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と

英
・
オ
ラ
ン
ダ
の
資
産
を

得
た
。
今
後
、
仏
ア
ヤ
ン

ジ
ュ
工
場
の
獲
得
を
進
め

る
。

日
本
高
周
波
鋼
業

（
4
月
1
日
付
）

■
取
締
役
の
担
当
委
嘱
業
務

変
更▽

取
締
役
﹇
非
常
勤
﹈
4
月

1
日
付
神
鋼
鋼
線
工
業
執
行
役

員
（
常
務
取
締
役
／
グ
ル
ー
プ

安
全
環
境
防
災
、
品
質
保
証
の

総
括
お
よ
び
富
山
製
造
所
長
）

堀
川
健
一

▽
〃
／
富
山
製
造
所
長
（
取

締
役
／
富
山
製
造
所
副
所
長
兼

同
製
造
所
業
務
部
長
）
定
村
剛

▽
〃
／
グ
ル
ー
プ
安
全
環
境

防
災
、
品
質
保
証
の
総
括
お
よ

び
富
山
製
造
所
副
所
長
兼
同
製

造
所
設
備
部
長
（
〃
／
〃
兼
同

製
造
所
設
備
部
長
）
下
野
茂
治

■
理
事
任
命

▽
富
山
製
造
所
副
所
長
兼
同

製
造
所
製
鋼
鍛
造
部
長﹇
理
事
﹈

（
富
山
製
造
所
製
鋼
鍛
造
部
長

﹇
部
長
挌
﹈）林
勲

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

管（
4
月
1
日
付
）

▽
取
締
役
﹇
非
常
勤
﹈（
日
本

製
鉄
執
行
役
員
和
歌
山
製
鉄
所

長
）
衣
笠
秀
典

協
同
組
合
島
根
県
鐵

工
会（2

月
26
日
付
）

▽
理
事
長
﹇
代
表
理
事
﹈
＝

児
玉
泰
州

▽
副
理
事
長
﹇
〃
﹈
＝
金
崎

芳
男▽

〔
新
任
〕
専
務
理
事
﹇
〃
﹈

（
常
勤
）
＝
若
松
志
昌

▽
理
事
＝
三
好
清
文

▽
〃
＝
橋
本
立
一

▽
〃
＝
野
元
利
實

▽
〃
＝
木
口
重
樹

▽
〃
＝
天
野
宏
昌

▽
〃
＝
曽
田
清

▽
〃
＝
嘉
本
秀
政

▽
〃
＝
景
山
直
樹

▽
〃
＝
高
橋
陽
介

▽
〃
＝
高
橋
伸
和

▽
〃
＝
藤
原
敏
孝

▽
〃
＝
中
澤
豊
和

▽
〔
新
任
〕
〃
＝
高
倉
完
治

▽
〔
〃
〕
〃
（
常
勤
）
＝
多

野
美
和

▽〔
〃
〕〃（
〃
）＝
奥
野
耕
治

▽〔
〃
〕〃（
〃
）＝
山
根
俊
夫

▽
監
事
＝
藤
井
実

▽
〔
新
任
〕
〃
＝
秦
友
宏

▽
〔
〃
〕
〃
＝
佐
藤
修
一

〔
退
任
〕
松
本
吉
郎
、
門
脇

勝
美
、
森
脇
金
一
、
秦
康
人

ネ
ツ
レ
ン

（
4
月
1
日
付
）

■
役
員

▽
常
務
取
締
役
設
備
・
Ｔ
Ｑ

Ｍ
推
進
担
当
製
品
事
業
部
長
兼

事
業
開
発
本
部
長
（
常
務
取
締

役
設
備
担
当
製
品
事
業
部
長
兼

事
業
開
発
本
部
長
）
大
宮
克
己

▽
〃
社
長
付
（
〃
Ｔ
Ｑ
Ｍ
推

進
担
当
Ｉ
Ｈ
事
業
部
長
）
村
田

哲
之▽

〃
Ｉ
Ｈ
事
業
部
長
兼
製
品

技
術
本
部
長
兼
製
品
技
術
本
部

生
産
技
術
開
発
部
長
Ｎ
Ｈ
事
業

推
進
特
命
（
取
締
役
製
品
技
術

本
部
長
兼
Ｉ
Ｈ
事
業
部
副
事
業

部
長
兼
Ｉ
Ｈ
事
業
部
電
機
部
長

兼
製
品
技
術
本
部
生
産
技
術
開

発
部
長
兼
製
品
技
術
本
部
Ｉ
Ｈ

技
術
開
発
部
長
Ｎ
Ｈ
事
業
推
進

特
命
）
一
色
信
元

2-2.鉄鋼需要動向（特殊鋼）
19年度 :
・内需は減少：自動車は完成検査問題や景気減速感を背景に需要が減少
するとみられる。産業機械は省力化投資向けは堅調も輸出向けの機械
が減少。

・外需は減少する見通し。
・以上より、鋼材生産は減少の見通し。

20年度 :
・内需は微減：自動車は消費増税の影響のほか、19年度上期まで高水準
の実績が続いていたことの反動で減少となる見通し。産業機械は半導
体製造装置など一部で回復が予想されるも、全体を押し上げるまでに
は至らず、減少が続く見通し。
・外需は微増の見通し。
・以上より、鋼材生産は横ばいの見通し。
3.まとめ
2019年度
内需：・普通鋼内需は、土木が増加も、建築、製造業が減少し、全体で

減少を見込む。
建設業は、土木が増加も、建築は減少する見通し。土木は、公共土木
が災害復旧や国土強靱化対策を背景に増加。建築は住宅の減少に加え、
非住宅も設備投資等の減速を背景に減少。
製造業は、主要業種すべてで減少する見通し。造船は船腹過剰を背景
に減少が続く一方、自動車は完成検査問題や景気減速による需要減か
ら減少を見込む。また、産業・電気機械は輸出向けを中心に前年水準
を下回る見通し。

・特殊鋼内需は、前年比減少の見通し。
・普通鋼・特殊鋼合計では減少。
外需：鉄鋼輸出は前年度を下回る見込み。
粗鋼生産：前年度を下回る見通し。
2020年度
内需：・普通鋼内需は、土木が増加も、製造業の減少により、微減の見

通し。
建設業は、建築で減少が続く一方、土木は増加。土木では公共投資拡
大や民間土木の高水準での推移を背景にプラスを予想。建築は、住宅
の減少が続くも、非住宅は再開発関連での回復を予想。
製造業は、自動車が消費増税の影響や前年上期の高水準の反動もあり
前年割れとなる見通し。機械では、半導体関連で回復も、全体を押し
上げるまでには至らず前年割れの見通し。
・特殊鋼内需は、前年比微減の見通し。
・普通鋼・特殊鋼合計では微減。
外需：鉄鋼輸出は前年度比微増となる見通し。
粗鋼生産：2019年度比横ばいとなる見通し。

（おわり）

新型コロナウイルスの感染拡大防止策

期間

2月27日より
段階的に実施

・セミナー、各種イベントへの参加禁止。当社主催の行事および
会食の禁止
・国内外の出張は原則禁止
・ＷＥＢ会議の積極的な活用

暫定期間として
2月26日から3月
末日まで

・不急の外出、会合などの参加は原則として自粛
・国内海外：不急の出張は延期または中止（出張の際は各自感染
予防に努める）

3月9日から
3月19日

・不急の会議・会合・研修・イベントなどの開催や不急の会食は
原則として自粛、会議出席者へのマスク着用義務付け、ＷＥＢ会
議の活用

・国内外問わず不急の出張は見合わせ
・取引先等への訪問自粛および取引先等の来社自粛の協力要請、
工場見学受入中止（期間は上記同様）

2月27日～3月
19日

・社内会議はTV会議を使用。会食の自粛。
・不要不急の外出・出張は控える。

とりあえず3月2
日～3月31日ま
で

・今後新たな不急の会合・研修・イベント・会食は自粛する。
既に決まっている会合・研修・会食は、先方からのキャンセルな
い限り実施するが、状況により臨機応変に対応する。

・海外出張は原則禁止。
今後新たな不急の国内出張は見合わせる。
既に決まっている国内出張は、先方からのキャンセルない限り実
施するが、状況により臨機応変に対応する。

2月27日～3月末
までを期限とす
るが、今後の状
況により短縮ま
たは延長する可
能性あり。

・大規模な会議・研修・各種会合（食事含む）は、原則中止もし
くは延期。開催が必須の場合、TV会議の実施や人数を減らす、
時間短縮など検討する。（大規模とは概ね30人以上）

・国内外問わず、不要不急の出張は控え、TV会議活用、代替手
段を検討する。
・中国および韓国全土への出張原則禁止。その他各国についても
不要・普及の出張は控え、代替手段を検討する。（中国や韓国を経
由する航空便も極力利用せず、代替ルートを検討）

対象と勤務体制

全社員
時差出勤および在宅勤務の
活用

全社員・派遣社員750人
時差通勤

全グループ社員500人

全従業員200人
時差出勤、フレックス勤務、
有給休暇・看護休暇の奨励

全社員190人
子供の休校中に在宅の必要あ
る全従業員の申し入れをヒア
リングし、原則受け付ける

事務・技術職全員（約4,000人）
・在宅勤務については、現行
制度上原則週1回の回数上限
を解除し運用する。
・時差出勤については、可能
な範囲で推奨（裁量労働制や
フレックスタイム制適用者に
ついても当該制度を活用）。

企業名

トピー工業

東京鉄鋼

中部鋼鈑

カノークス

宮脇鋼管

日立造船

川合良彦・日鉄総研取締役相談役
ＬＣＡ日本フォーラム表彰功労賞受賞

鉄
の
リ
サ
イ
ク
ル
訴
え


